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概略設計概要説明調査ミニッツ和訳 

 

セネガル共和国 

セネガル・日本職業訓練センター機材拡充計画フェーズ２ 

準備調査その２ 概要説明調査 

協議議事録 

 

 セネガル共和国（以下「セネガル国」と称する）政府より提出された要請に基づいて、

日本国政府はセネガル・日本職業訓練センター機材拡充計画フェーズ２（以下「プロジ

ェクト」と称する）に関する準備調査を行うことを決定し、本調査の実施を独立行政法

人国際協力機構（以下「ＪＩＣＡ」と称する）に委託した。 

 

ＪＩＣＡはこのたびセネガル国へＪＩＣＡ人間開発部高等・技術教育課長小西伸幸を

団長とする準備調査その２概要説明調査団を 2010 年 10 月 10 日より派遣し、現地踏査

およびセネガル国関係者と協議を行った。 

 

協議の結果、双方は付属書に記述された主要な項目を確認した。 
 

ダカール 2010 年 10 月 14 日 
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付属書 

 

１．プロジェクトの目的 

本プロジェクトの目的は、セネガル国の上位計画である DSRP2（貧困削減戦略ペーパー２）およ

び PDEF（教育・訓練計画）に従ってセネガル国の産業界の発展に必要な人材を労働市場に供給する

ためにセネガル・日本職業訓練センター(以下 CFPT)訓練コースの質と収容能力を改善させ、同時に

アフリカ諸国における産業人材育成に貢献することである。 

 

２．責任機関及び実施機関 

2-1. 責任機関は技術教育・職業訓練省とする。 

2-2. 実施機関は CFPT とする。 

 

３．ドラフト・ファイナル・レポートの内容 

セネガル側は調査団より説明されたドラフト・ファイナル・レポートの内容に関し、こ

れを承認した。計画機材リストおよび付帯施設概要は別添１および２のとおりである。 

 

４．日本の無償資金協力制度 

5-1. セネガル国側は、調査団が説明した別添 3に記載された日本の一般無償資金協力制度につい

て十分に理解した。 

5-2. セネガル国側は、本プロジェクトに対する無償資金協力が実施される場合、プロジェクトの 

円滑な実施のために、別添 4に記載されたとおりの必要な措置を行うことを約束した。 

 

５．調査スケジュール 

 JICA は本調査での協議をふまえて最終報告書を完成させ、2011 年 1 月頃に送付する。 

 

6．その他関連事項 

6-1．鋳造に係る要請 

  調査団はセ国側に以下の説明を行った： 

  日本において解析・検討した結果、鋳造に係る要請は、日本の無償資金協力における本プロジ

ェクトの対象とはならない。セ国側はこの説明を了承した。 

 

6-2. セネガル側負担事項 

本プロジェクトの実施が 2011 年 1 月に正式に決定した場合、セネガル側はスムーズな工事進捗

のため以下のスケジュールを目途にこれらについて実施することを了解した。 

(1)敷地準備および整地・外溝工事   2011 年 8月まで 

(2)既存施設給排水敷設・廃棄機材撤去   2011 年 8月まで 

(3)インフラ引き込み工事（電話等）   2012 年 7月まで 



 
 

(3)インフラ引き込み工事（電話等）   2012 年 7 月まで 

(4)消火器設置工事      2012 年 7 月まで 

(5)BA,AP 等銀行手続き   2011 年 3 月まで 

(6)輸入通関等    必要に応じて 

(7)新設棟の家具(机、椅子、白板、カーテンおよびカーテンレール等)設置   

   2012 年 7 月まで 

 

6-3. 予算措置 

  セ国側は調査団に対して以下の説明を行った： 

  セネガル側負担事項の実施に必要な予算および本プロジェクトにおいて供与される機材・建物

の維持管理に必要な予算はセネガル側のカウンターパート予算として確保する。 

 

以上 
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